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PF Activity Report: Users’ Report
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1 はじめに

物質構造科学研究所・放射光科学研究施設（Photon
Factory）では、施設の活動報告集としてこれまで毎
年 Photon Factory Activity Reportを発行しております。
Photon Factory Activity Reportは、放射光科学研究施設
の概要、年間の運転状況、 新設ビームラインの紹介、
光源加速器のR&Dで得られた成果等についての報告書
であるとともに、PFでユーザーが当該年度に実施した
実験課題で得た新しい結果の報告の場でもあり、広く
国内外に配布して PFの活動を伝えて参りました。

2011年度（2011年 4月-2012年 3月）の成果をまと
める Photon Factory Activity Report 2011は、本年末の
発行を予定して編集作業を開始いたしました。つきま
しては、皆様が過去１年程度の間に PFで行われた研究
をUsers’ Reportsとして収集したいと考えておりますの
で、皆様の研究成果をレポートとして是非お送り下さ
るようお願い申しあげます。皆様の寄稿が PFの研究活
動を計る重要な物差しであり、また PFを支援していた
だき、ひいては皆様の研究環境の改良にも繋がるもの
であると考えております。2011年度に PFで実験を行っ
た全てのユーザーの方にレポートを寄稿していただく
のが基本ですが、データの解析あるいは解釈の問題が
ありますので、必ずしも 2011年度に限定せず、それ以
前の実験結果の報告でも結構です。

Photon Factory Activity Reportは Part-Aの Highlights
and Facility Reportと Part-Bのユーザーの皆様からの研
究成果報告に分れており、Part-BはWeb上での出版と
なっています。過去の Photon Factory Activity Reportは
PFのWebページ、
http://pfwww.kek.jp/pfacr/index.html
からご覧になれます。

また、今年度より日本語でのユーザーレポートも受
け付けます。皆様　お忙しいところかと思いますが、是
非　積極的にユーザーレポートを執筆頂ください。ユー
ザーレポートの原稿や電子ファイルの準備・投稿要領
は Photon Factory Activity Report 2011のホームページ
http://pfwww.kek.jp/acr2011/ursubj.html
に掲載しておりますのでご覧下さい。

原稿を提出して戴くサイトにアクセスすると
き、userIDとパスワードが必要となります。それぞ
れ”acr2011”、”pf”と打ち込んでください。(表 1)
多くのユーザーの皆様からのレポートをお待ちして

います。

表 1:ユーザー名とパスワード
UID : acr2011
PW : pf

　
原稿提出の締め切り:

2012年 6月 25日 (月) (JST)

また、Photon Factory Activity Reportには毎年出版物
リストをつけています。これは PFで行われた研究を基
に執筆された論文リストで、これまた PFの活動のバロ
メータでもあります。まだ登録されていない論文をお
持ちの場合は、
http://pfwww.kek.jp/usersinfo/usersguide/pubdb.html
から登録をして下さい。以前に出版されたものでも結
構ですので、ぜひ登録をお願いします。

2 実験

PFアクティビティレポートは、今回で 29号です。Part
Aは、Highlights and Facility Reportで Part Bは、Users’
Reportの二部構成となってます [1]。またこの数年は、
Part Bは、印刷物無しのデジタル配信になっておりま
す。PFとしては、Part Bの一層の充実を図るため、今
回から Part Bは日本語で取りまとめることとなりまし
た。一方、Part Aは英語のままです。

3 結果および考察

これまでの Wordでのレポート作成では、図の処理
がいつもやりにくい面もあり、TEX の利用を再び検討
しました [2]。図 1のように、図を入れるが文章を改訂
中に期待しない場所に図がずれます。結果、今回より、
TEX, Word両方のスタイルファイルを用意し、ユーザー
レポートは、PDFでの提出とすることとしました。また
ページ数は、これまで通りの 1ページだけなく、2ペー
ジのユーザーレポートも今回から受け付けますので、検
討下さい。



図 1:これは、PFのロゴです。

4 まとめ

ユーザーの方々は、PFアクティビティレポートを、
積極的に出して頂ければ幸いです。
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